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はじめに

北京語(中国標準語)・朝鮮語(韓国語)・日本語に

おける漠字音の対応関係については,すでに様々な研

究がなされている。しかし,それぞれの言語教育の現

場においては,これらの成果を活用する余地がまだ残

されていると考える。本稿は,北京語・朝鮮語話者が

特に苦手とする日本語の発音・表記(活濁音・長短音

・促音)を,漠字音についていかに指導するかという

視角から,三言語の漢字昔の対応関係を整理したもの

である。この方法において,学習者は耳で区別しにく

い日本語の発音の違いを,母語の漠字音を頼りにしな

がら判別することが期待される。そして,この側面か

ら漢語音に関する従来の研究を見直し,日本言吾教育の

実践に役立てたいというのが本稿のねらいである。

調査の方法について

日本語漠字音の活濁音・長短音・促音と,学習者の

母語の漢字音との対応関係を検討する。日本語のいわ

ゆる清音・濁音の問題は,音韻的には無声音・有声音

の区別(か/が行,たてと/だでど,ち/じつ/ず,

ぱ/ば行)として整理できる。本稿では,これらの対

応において考察するが,「ば行」は漠字音では語頭に立

たず,また,「つ/ず」の対応は漠字音においては数が

非常に少ないので,本稿では便宜上,これらの昔をの

ぞく活濁音の対応という形で論を展開する。

対象とした漢字は日本の常用漢字のうち,音読みの

あるもの(国字を除く1903字)に限った。作業にあたっ

ては,先行研究等に示された漠字音の対応表に依拠す

るところが大きかった。北京語については,特に三好

理英子氏(1993)の表を上述の視角から修正・再整理

し,活濁音と声調の関係については独自に統計をとっ

た。朝鮮語は,時事英語社辞書編集室『アシスト日韓

辞典』の付表(1994)を基礎資料とした。

各言語で一つの漢字に音が二つ以上ある場合は,本

稿で扱う音に限って,以下の原則に従って処理した。

意味・用法が異なる複数の音が安定的に存在している

と認められるものは,「複数音」として統計処理した1)。

ただし,朝鮮語音で日本語音との顔著な対応が認めら

れるものは,特殊な昔でも校数音に数え,北京語昔に

はそのような対応がほとんどないので捨象した。朝鮮

語の初声が「し」「己」の漢字は,「L」「三」が脱落した

形は数に入れず,「LJ「己」のものだけを対象とし,

「し」「己」の二つの音があるものは「2」に統一した。

また.北京昔では,助詞の音(「了」くle〉,「着」くzhe〉

など)も統計から除外した。複数昔を認めた漢字は,

以下のとおりである。

1.日本語音(*は朝鮮音との対応のみ)

絵(かい!え)下(か/げ)画(かく!が)楽(らく/がく)強(きょう!ごう)

行(こう/ぎょう)象(しょう/ぞう)大(たい/だい)地(ち/じ)

重(ちょう/じゅう)読.(どく/とう)世(せ/せい)由(ゆ!ゆう)

右(う/ゆう)九(く/きゅう)後(ご!こう)合(ごう!がっ)

執(しゅう!しつ)十(じゅう/じゅっ/じっ)悪.(あく/お)易.(い!えき)

殺.(さつ!さい)切Ⅰ(せつ/さい)説Ⅰ(せつ/ぜつ)早.(そう/さっ)

2.北京語音

弾(dan/tan)調(diao/tiao)澄(deng/cheng)枯(niah/zhan)

楽(ie/yue)率(柏/shuai)給(gei/ii)括(gua/kuo)行(hang/Ⅹing)

校(jiao/Ⅹiao)畜(Xi/chu)朝(zhao/chao)択(zhai/ze)

伝(止uan/chuan)重(zhonがchong)着(zhao/zhuo)

3.朝鮮語音

茶(ヰ/斗)読(号/手)便(望/望)復(卑/阜)

不(早/昔)索(斗/月)殺(せ/瑚)説(づ/瑚)

悪(斗/且)楽(号/斗)六(卑/音)易(Ol/雪)

刺(叫/斗)切(召/瑚)画(却/司)

なお,日本の常用漢字表の中には,日本の文化宗

教等に関わる特殊な昔も多い(「神宮」くじんぐう〉な

ど)。また,基礎語彙として使用される漢語にも特殊

な音が散見される(「工夫」くくふう〉など)。このよう

な音については,統計には入れず,表中に「特殊音」

として付記した。この他,「人間」くにんげん〉などのよ

うに,基礎語彙に使われながら常用漢字表に収められ

ていない昔は,日本語能力試験1級の語彙集から補充

した。また,常用漢字音の中でも使用範囲の極めて狭

い音(「行脚」くあんぎゃ〉など)は表から除外し,末

尾に付記するにとどめた。

以上の作葉を通じて,学習者が母語をてがかりに,
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不得手とする日本語漢字昔を判別できる幾っかの原則

が示される。例えば,「観光」「結婚」という語の読みが,

「がんこう」だったのか「がんご」だったのか,「げっ

こん」だったのか「けこん」だったのかと判断に迷う

場合がある。その際,母語の漢字音にある音が存在す

る(しない)場合,日本音は淘昔・長音・促音である

(ではない)という推測が可能となる。新たに学ぶ際

には,原則を同時に示すことで記憶をより確実にでき

る。すべての音について明確な原則が立てられるわけ

ではないが,この方法によって,不得手な音の判別が

容易になり,記憶の定着や未習の語の習得に効果をも

たらすことができると考える。また,明確な傾向があ

りながらも例外の多いものに関しては,例外を特記す

ることによって,中級以上の学習者が記憶の定着をは

かり,学習効率を上げるのに使用できる。

なお,本稿は,特に既習の音や耳で聴いた音声に対

して,母語をてがかりとしながら正しい表記を把握す

るという立場で論を展開するため′発音そのものの矯

正の問題等については言及しない2)。北京語の表記は

梯音字母により,日本語は「ア」～「オ」段を示す場

合,カタカナ表記とした。

I.北京語と日本語の対応

1.北京語の声母と日本語の清音・濁音

表1は,北京語の声母と日本語の濁音・清音との対

応関係を示したものである。声母「g」「k」「q」では「か」

行が圧倒的に優勢である。「j」「Ⅹ」は,例外を特記す

ることによって中級以上の学習者への便宜を図るもの

である。本稿が対象とした漢字音における「か」行:

「が」行の比率は約4.5:1であり,「h」はその比率

に近い(約4.9:1)。「が」行はゼロ子音に集中して

おり,「n」の「が行」は「ぎー」のみである。「たて

と」と「だでど」は,いずれの声母においても明確な

傾向は見られない。北京語話者は,特に「たてと」と

「だでど」の判別を不得手とすると言われるので,こ

れについては,他の方法を考えなければならない。

「ち」と「じ」については,「j」「Sh」「r」と歯音(Z,C,

S),ゼロ子音においては,特殊音も含めて,すべて「じ」

が対応している。

2.北京語の声調と日本語の清音・濁音

日本語漠字音の薗音の多くは,北京語の第二声,第

四声に対応する。しかし,二声,四声には清音も分布

し,その数は濁音よりもはるかに多いので.清濁の判

別には利用できない。一方,一声,三声には,濁音が

比較的少ないので,これらと日本語の活薗昔の対応関

係を見ることにする(表2)。
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表1北京語の声母と日本語の清音・濁音の対応関係

声 母 (か清 音 二聴 音 の 比 率 ① の例 外 者 (特 殊 昔 ) そ の他 の 音

d た て と : だ で ど = 6 7 : 2 4

ち　 :　 じ　 ~〒 -9 ; 3

無

t た て と : だ で ど = 4 7 : 15

ち　 こ　 じ　 = 7　こ1

つ すず

n か 行　 こ　が 行 = 0 : 5

た て と : だ で ど = 2　こ　7

ち　 :　 じ　 = 1 : 3

な 行

l ち　 :　 じ　 = 1 : 0 ら行

g か 行　 こ　が行 = 7 6 : 3 該 概 剛 (宮 国 ) 無

k か 行　 こ　が行 = 4 1 : 2
箇 産

無

h か 行 : が 行 = 6 4 : 1 3 も ・

J か 行　 こ　が 行 = 1 1 6 ニ1 0 街 技 具 軍 郡鯨 劇 撃致 減 さ行

ち　 こ　 じ　 = 0 : 3 (荊　 (茄 竃 轟 ) ざぜ

q か行 : が 行 = 4 5 : 4

ち　 :　 じ　 = 0 : 1

g　ぐん　ご　　　ごう
欺 群 碁 / 強 さ行　 ぜ

Ⅹ か 行　 こ　が 行 ± 53 : 9 学 戯 桟 暁 玄弦 限 現 ∠ 下 しぞ

ち　 :　 じ　 = 2 : 1 2 ちく　　じん　　　　　　　 ぎようこう蓄 (心 )　 . (形 郷 )

z h ち　 こ　 じ　 = 3 3 : 1 2

たて と : だ で ど = 1 1 : 2

さ行　 ね

Ch ち　 ;　 じ　 = 2 0 : 9

たて と こだ で ど = 4 : 1

か 行 : が 行 = 1 : 0

さ行

S h ち　 :　 じ　 = 0 : 1 2 (仕 杜 所 盛 ) さ行

た て と : だ で ど = 1 : 0 だ
(蛇 )

ぜ ぞ

r ち　 :　 じ　 = 0 : 1 3
じつ
(日 ) な 行　 せ ぜ

Z ち　 :　 じ　 = 0 : 5
(占子 )

さ行

た て と : だ で ど = 1 ニ　0 ざ ぞ ・

C ち　 こ　 じ　 = 0 : 5 さ 行　 ざ ぞ

S ち　 こ　 じ　 = 0　こ　4 さ 行　 ず ぞ

0 ° か 行 : が 行 = 7 : 4 8 泊 完 危 蛍 研 駿 硬 (仰 ) あ 行　 ば行

ち　 こ　 じ　 = 1 ニ　2 や ゆ よ わ

ま 行

/以下は日本語複数音の漢字,()は「特殊音」(以下も同様)
0'は介音を含むゼロ子音

表2　北京語の声調と日本語の清音・濁音の対応関係

声 調 (訪清 音 :蘭 音 の 比 率 ① の 潟 音 (特 殊 吉 )

第 一 声 か 行 : が 行 = 1 15 : 9 街 該 欺 犠 軍鯨 撃 激剛 (宮 郷 )

た て と : だで ど = 3 0 ニ 1

ち　 :　 じ　 = 2 0 : 5

1こ~フ脱

第 三声 か 行　 こ　が 行 = 6 2 こ1 4 〔我 椎 眼 偽 仰 偶 五午 語 〕

た て と :だ で ど = 2 4 : 5

ち　 こ　 じ　 = 7　こ10

概 暁 減　 拷 / 強 (解 )

〔〕内は.ゼロ子音の音

表2では,一声の「たてと:だでど」において,特

に明確な対応が見られる。また,衷1の例外音の多く

が,表2においても例外として現われていること,三

声のゼロ子音はすべて「が」行昔であり,これらが三

声の「が」行者の中で大きな比率を占めていることは,

学習者が,声母と声調を手掛かりに清濁を判別する上



で便宜を提供してくれる。更に.表2の濁音には,声

母「h」の昔がないことから,一声・三声の「h」の

音は,すべて清音であることがわかる。

3.北京語の母音および韻尾と日本語の清音・濁音

次に北京語の母音および韻尾と日本語の清音・濁音

の対応関係について検討する。これらの対応を検討す

るのは,声母と韻母に一定の結びつきがあるからであ

る。対応関係をより簡明に提示するために,ここでは

まず,濁音の集中している声母「n」とゼロ子音の音

を統計から外し,これ以外の声母の音について検討を

する。

表3は,北京語の韻尾と日本語の活濁音の対応関係

を示したものである。韻尾「n」においては,特に「ぐ

ん」「げん」の音に注意すべきことがわかる。これらの

昔の多くは,表1でも例外として現れており,「ぐん」

は常用漢字昔では表の3字のみである。表4は,北京

語の母音と日本語の清濁音の対応関係をまとめたもの

である。但し,比較的明確な原則の立てられる対応関

係のみに限って提示してある。

表3　北京語の韻尾と日本語の清音・濁音の対応関係

怨 尾 ① n / 0子 音 以 外 の 音 ① の 観 音 n / 0子 吉 の 音

~ n か 行 :が 行 = 9 7 : 9
がんぐん　　　　 けん
含 群 軍 郡 弦 現 減

幻 玄 (問 )

か 行 こが 行 = 3 ニ1 2

~ n g か 行 :が 行 = 76 : 3 鯨 剛 / 行 く形 宮 郷 ) か行 ;が 行 = 2 ; 2

表4　北京語の母音と日本語の清音・濁音の対応関係

母 音 ① n / 0子 音 以 外 の 吉 ① の 濁 音 n / 0子 音 の 音

i 介 書 か 行 : が 行 = 9 9 : 7
がいぎようけん
街 暁 弦 減

こう
現 限 / 強

か 行 : が 行 = 3 : 1 0

e 主 母 音 か 行 こが 行 = 8 8 : 3

たてと: だでど= 1 8 : 0

義 篇 睾 か 行 こが行 = 0 : 5

u 介 書 か行 :が 行 = 6 7 : 2
がけん
画 幻 か行 :が 行 = 2 : 3

u 介 音

主 母 音

尾 音

か 行 : か 行 = 12 2 : 5
かけん　こ
画 幻 護 互 / 後
ごく
(図 )

か 行 :が 行 = 2 : 9

0 主 母 音

尾 音

か 行 : か行 = 8 4 : 5
gようごう
暁 号 豪 拷 / 後 か行 :が 行 = 1 : 1

誼母の表記と実際の発音のずれの問題は捨象して.表記に従って整理
ただし,「ui」は「uei」,「iu」は「iou」として処理(以下も同様)

4.北京語の母音と日本語の長音・短音

漢字音の長短音の区別において問題となるのは,母

音が「ウ」・「ウ+う」,「エ」・「エ+い」,「オ」・「オ

+う」(「ウ」「オ」段には拗音も含む)の場合である。

これ以外は長短の区別上,問題とならないので,「その

他」として検討の対象から外すことができる(二拍音:

「ア+い」「ウ+い」「-き」「-く」「-ち」「一つ」「-ん」,
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一拍音:「ア」「-や」「イ」)。なお,「エ」短音は主に複

数音,特殊音である。去5は,「ウ」「エ」「オ」の長短昔

と北京語の電母との対応関係を示したものである。

母音「a」「i」(介音を含む)を含む電母には.短音が

ほとんど見られない。母音「e」を含む韻母には「そ

の他」が多いが,短音は全く見られない(電母「e」

と同音の電母「0」には「その他」のみ分布)。韻母

「u」では短音が圧倒的で,母音「u」を含む韻母に

も短音が一定の割合を占めている。「-ng」は,少数

の例外を除いて日本語では「-い」もしくは「-う」

の形になるが.これらはすべて長音である。

表5　北京語の電母と日本語の長音・短音の対応関係

竃 母 ① 良 書 : 短 音 ① の 例 外 吉 (特 殊 音) C 以 外 の 音

a 7　ニ　0 2 8 ( 1 0 ニ1 8 )

i a 4　ニ 1
け　　　　　 け
/ 下　 (家 ) 1 7 ( 1 4 ニ 3 )

u a 0　こ 1 〔勃 9 ( 6 : 3 )

a O 6 8 : 3
け　む　も
保 矛 茂 7 ( 0 : 7 )

i a o 5 1 : 0 4 ( 0　ニ　4 )

e
ごう　　　も
/ 合 (悪 )

i e 9 : 0
け
(解 ) 3 3 ( 6　ニ3 7 )

i [ i ] 4 6 : 0
け　てい　で
(気 体 弟 ) 1 3 2 ( 6 7 : 2 7 )

i [l ]

[l J

8 : 2
・ぜ　　　ゼ
是 / 世 9 4 ( 6 7 : 2 7 )

u i 4 : 0
t
(会 絵 恵 ) 5 5 ( 2 5 : 3 0 )

u 3 : 11 2
すう　じ4 う　ふう
枢 数 人 (夫 ) 6 0 ( 1 : 5 9 )

O u 3 9 : 1 1 4 ( 2 : 2 )

iu 3 4 : 5
遺 品 / 去 最 ( 錆 も

1 ( 0 : 1 )

d 5 : 4 1 拘 婿 遇 隔 裕 (漁 ) 1 7 ( 0 : 1 7 )

e n 3　ニ　0 4 7 ( 0 : 4 7 )

~ n g 3 3 0 : 2
し4 む　　　 く　と
桂 夢 (工 費 ) 1 ( 0 : 1 )

()内は「その他」の一拍音こ二拍音の比率

5.北京語と日本語の促音

古藤友子氏(1987)は,北京語の「-i」ト0」」「-u」

には入声音のなごり(く,き,つ,′ち,う)が現われ,

韻尾を持たない単母音(介音+母音を含む)にも入声

昔が多いことを明らかにされている。これらの軋　特

に「く」「き」「つ」「ち」が促音に関わる音である。促音

化する音は,特に電母「uo」「e」「ieJ「ue」に集中して

いるが,明確な原則は見られない。促音については,

朝鮮音の項で改めて叡り上げる3)。

Ⅱ.朝鮮語と日本語の対応

1.朝鮮語の初声と日本語の清音・濁音

表6は,日本語の清音・遍音と朝鮮語の初声との対



応関係を示したものである。「か]行・「が」行者は,

「「」,「音」,「0」のみに表れ,「「」においては「か」

行が優勢で,ゼロ子音では「が」行が優勢である。「た

てと」と「だでど」については,「ス」は「たてと」の

みであるが,「」」では「耐」以外はすべて「だでど」

である。「ち」と「じ」については,「人」では特殊音

も含めてすべて「じ」で,ゼロ子音でも「賃」を除い

てすべて「じ」が対応している。なお,「「」の例外の

濁音は,北京音「g」「k」「j」「q」の例外とはぼ一致し

ており,常用漢字で「ぐん」「げき」の昔は,この例外

に現われた6字だけである。また,日本語音の「でん」

は,「ス」の例外に示された4字のみである。

表6　朝鮮語の初声と日本語の清音・潟昔の対応関係

初 声 ① 清 書 二蘭 書の 比 率 (B の 例 外 音 (特 殊 吉 ) そ の 他 の 音

「 か 行　 こ　が 行 = 2 7 8 :1 8 街 概慨 技 欺 貝郡 群 軍 鯨

激劇 撃 滅 碁拷 剛 / 強

(宮 解 問郷 極 国 )

無

マ か行 : が 行 = 1 : 0 無

7 7 か行 : が 行 = 1 : 0 無

L たて と : だ で ど = 1 : 7

ち　 :　 じ　 = 0 : 1

篇
な 行

t二 たて と こだ で ど = 6 2 : 2 4

ち　 こ　 じ　 = 2 : 0

無

E たて と : だ で ど = 2 9 こ1 0 無

人 ち　 こ　 じ　 = 0 : 4 0 (仕 杜 所 盛 神 心 ) さ 行

ず ぜ ぞ

ス た て と : だ で ど = 2 8 : 7 第 題 弟 田 伝 願 電 (弟 ) さ 行

ち　 :　 じ　 = 5 0 : 2 6 ざ ぜ ぞ　 ね

ス た て と : だ で ど = 1 4 : 0

ち　 :　 じ　 = 2 4 こ　5

次 軸 畳　 銃 克 (井 ) さ 行

号 か 行 : が 行 = 12 2 : 2 わ　 お

0 か 行　 こ　が 行 = 6 : 5 7
ケかん　　 lさゆうけん
潟 完 援 危 泣 研 あ 行　 な行

ち　 :　 じ　 = 1 ニ13 買 (旨 ) や ゆ よ せぜ

2.朝鮮語の中声と日本語の清音・濁音

表7は,朝鮮語の中声と日本語の清音・濁音の対応

関係をまとめたものである。ここにおいても,北京語

の場合と同様に,「ガ」行音が特に集中しているゼロ子

音の昔を統計から除外した。また,特に明確な対応関

係が現れないものも表から除外した。この処理によっ

て,「「了号」の「ガ」行音は,表7においては各中声

にふりわけられた。「たてと」「だでど」については,

「1JT_「-」において,一定の手がかりが得られる。

表8は,表7を更に各母音の要素ごとにまとめたもの

である。
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表7　朝鮮語の中声と日本語の清音・淘音の対応関係1

母 音 ① 0 子 音以 外 の音 ① の 尚 書 0 子 音 の 音

ト か行 :が 行 = 6 7 : 1 0 賀 管 葺 合 厩 限 合 剛

/ 下 強 (問 )

か 行 : が 行 = 0 ニ1 0

ト か行 こが 行 = 5 こ　0
ごう
(郷 )

1 か 行 :が 行 = 2 2 : 1
けん
減
でん
田 伝 放 電

か 行 : が 行 = 0 : 7

たてと :だでど= 3 0 ニ　4

⇒ か行 :が 行 = 5 2 : 6
け川ナさ　　けん
鯨 激 撃 現 玄 弦

ぎよう
(形 )

か 行 : が 行 = 1 ニ2

胡 か 行 こが 行 = 1 4 : 0

⊥ か 行 :が 行 = 4 4 : 4
ごごう
護 拷 豪 号 か 行 : が 行 = 0 : 8

ヰ か 行 :が 行 = 5 0 : 3
晶 覧 岩

か 行 : が 行 = 3 : 1

4 か 行 :が 行 = 1 3 : 0 か 行 : が 行 = 0 ニ1

ユ⊥ か 行 :が 行 = 1 2 : 1
gよう
暁

T か 行 :が 行 = 3 4 : 5
ぐ　ぐん
具 郡 群 軍 / 後 か 行 : が 行 = 0 : 5

たてと: だでど= 8 : 1 とん　　ぐう-く鈍 (富 国 )

T か 行 : が 行 = 9 : 0

か 行 : が 行 = 2 1 ニ1
けさ　　ごく
劇 (極 ) か 行 こが 行 = 1 : 3

たてと: だでど= 7 : 0

ち : じ　 = 0 : 4

とう
(等 )

1 か 行 : が 行 = 2 6 : 3
ぎ　　　 ご
技 欺 碁

表8　朝鮮語の中声と日本語の清音・濁音の対応関係2

母 音 (9 0 子 吉 以 外 の 吉 (丑の淘 音 子 吉 の 吉

1　 ] か 行 : が 行 = 8 8 : 7
けいけさ　　げん
鯨 激 撃 現 玄 弦 減 か 行 : が 行 = 1 : 2

1 I 朝 たてと: だでど= 3 0 : 4 でん　　　　　　　　 ぎよう田伝 殿 電 (形 )

⊥　 4

4

か 行 : が 行 = 1 1g ニ8 画 丸 幻 暁 護 拷 妾

号

か 行 :が 行 = 3 ニ1 0

T ll か 行 こが 行 = 5 3 こ 5
ぐ　ぐん
具 郡 群 軍 / 後 か 行 : が 行 = 1 ニ1 0

d d T たてと こだでどこ 8 : 1 とん　　ぐうこく鈍 (宮 国 )

ー　 」 か 行 こが行 = 2 3 ニ3
ぎ　　　けさ　　ごく
厳 犠 劇 (極 ) か行 : が 行 = 1 : 9

たてと : だでどこ 7 : 0

ち : じ　 = 0 : 4

革 )

3.朝鮮語の中声および終声と日本語の長音・短音

朝鮮語の終声をともなう漢字音には,長短音の問題

に関わらない日本語の二拍音が規則的に分布している。

故に,まず終声を持たず中声で終わる漢字が検討の対

象となる。また,明らかに長音と関係のある終声

「0」「t】」についても検討する。表9は,朝鮮語の中

声(終声のない漠字音の中声)および終声と日本語の

長音・短音の対応関係を,北京語の場合と同様に,長

音・短音・その他に分けて示したものである。

長音は「11」「寸1」「止」「T」と終声「0」「田」に集中

している。「1」,「⇒」においては,長音はすべて「エ

+い」であり,短音はすべて「-よ」もしくは「よ」

である。「11」「寸l」の長音もまた,すべて「エ」長音

であるので,「-1」を含む昔において長短が問題となる



場合,複数音,特殊音を除いて,日本語の母音が「エ」

であれば長音,「オ」であれば短音であると判断できる。

「」」」においては,日本語の母音が「ウ」である七つ

の音はすべて短音である。

表9　朝鮮語の中声および柊声と日本語の長音・短音の対応関係

中声 ① 長 音 こ短 音 (丑 の 例 外 音 ( 特 殊 吉 ) (£以 外 の 古

ト 0 : 1 9 6 (9 5 : l )

1 8 ; 2 1
°λう
(漁 ) 1 ( 0　こ 1 )

1 l 1 5 : 1
せ　　 てい で

/ 世 (体 弟 ) 1 4 ( 0 : 1 4 )

司 3 : 6 0

朝 1 6 : 0
え
(恵 ) 6 ( 1 : 5 )

⊥ 8 0 : 7 2 3 ( 0 : 3 )

欄 2 : 0 4 ( 0 : 4 )

1 L 3 2 : 1
ば
墓 1 ( 0 : 1 )

T 5 5 : 5 2 1 7 ( 0 : 1 7 )

」 2　 ニ　2 6 ( 3 : 3 )

「r 18 : 4
し4 4　　　　　　　　 4　1儒 油 愉 癒 ( 有 留 ) 6 ( 3　 ニ 3 )

l 2 : 1 1 0 4 ( 9 9 ニ　5 )

終 声 ① 長 音 二短 音 ① の 例 外 者 (特 殊 音 ) (乱 以 外 の 昔

0 3 1 6 : 2
む L e　　 く　と
夢 種 ( 工 登 ) 1 ( 0 : 1 )

臼 3 3 : 0 8 ( 0 : 8 )

()内は「その他」の一拍昔二二拍音の比率

「T」に関しては,表10のように「オ」・「オ+う」

では長音が優勢であり,拗音「ゆ」を含まない「ウ」

・「ウ+う」では短音が優勢である。

表10　「T」の長短音分布

長　　 音 オ う　 2 7　　 ウう　　 6　　 ゆう　 2 2

短　　 音 オ　　　 4　　 ウ　　 3 4　　 ゆ　　 1 4

例外 と見 なせ る漢字
と　　　は　　　も

オ : 斗　 簿　 茂　 / 後

ぐう　　　　　　　　　 すう　　　　　　 °う　　　　 よう
ウ う ; 隅　 偶　 遇　 数　 枢　 優　 〔夫〕

4.朝鮮語の終声と日本語の促音

周知のように朝鮮語漢字音の終声は,「「」→「く」/

「き」,「己」→「つ」/「ち」,「日」→「う」/「つ」

に対応しているが,これらの終声を持つ漢字のうち特

に「く」「き」「つ」「ち」の音は促音化することが多く,

反対にこれらの終声を持たない漢字が促音化すること

はほとんどない。学習者が,促音を落としたり,清音

の前に存在しない促音をはさむ誤りは4),終声の有無

に注目すればほぼ避けられる。すなわち,終声を持つ

漢字は日本語では二拍音であり,促音化した漢字が一

拍音のように聞こえても,終声の存在から促音の存在
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が明確に推定できるのである(北京語話者においても,

上述の二拍音から促音の存在を知ることができる)。

ただし,これらの終声を持つ漢字すべてが促音化す

るわけではないので,有声子音や母音の前では促音化

は起こらないこと.「つ」「ち」は無声子音の前で原則的

に促音化すること,「く」「き」は「さ」行「た」行の前

では促音化しないことも,併せて強調しておく必要が

ある5)。

表11に若干の例外を示す。その他の昔に示された漢

字は,「冊」を除いて,柊声を伴いながら促音化しない。

終声を伴わなくても.日本語音が「く」「つ」の形で終

わり.しかも促音化するものは「倍」「沸」だけである。

「早」は「早速」などで促音化する。また「複」「殺」

は「復活(復興)」「殺到」において朝鮮語音では終声

がないが,日本語では促音となる。

表11朝鮮語の終声と日本語音末尾の対応関係

柊芦 ① 日本語古末尾 の比率 ①のその他の吉

「 く こき : その他 = 128 : 32 : 5
一ヽ・しげう　　さ　さつ
劾刺暴 / 作冊

己 つ : ち : その他 = 82 : 5 : 1 不

U う : つ　　　　 = 33 : 8

柊声のない促音 倍 金など　 沸農 など　 復活など　 早通など　 殺到

おわりに

最後に本稿の方法の有効性と問題点について,補足

しておく。まず,本稿で触れなかった撥音も学習者が

不得手とするものであるが,これも母語をてがかりに

判別が可能となる。一方,本稿では,重箱読み,湯桶

読みのような音訓を混ぜた読みや,1日本文化などに関

わる非常に特殊な読みの問題を捨象してあるので,文

化系で専攻分野を学ぶ上級者に対しては,慎重な適用

が望まれる。また,本稿では,学習者の母語の昔によ

る類推が日本語の発音に影響する問題について課題が

残された。例えば,朝鮮語の初声「臼」「エ」と「は/

ば」行音,「人」「ス」と「さ/ざ」行音の関係は,各初

声に清濁音の近似値が分布しているため,学習者が混

乱をきたしやすいという問題がある。

このような問題を含みながらも,本稿の方法には,

一定の有効性を見ることができる。差せづ氏(1993)

は,韓国入学生の日本語漢字表記の誤りを,無作為に

選んだ漢語(訓読みを含む)によって調査しているが,

本稿の方法によれば,これらの誤りの内,難易度の高

いものを中心とした3分の1程度は克服可能である。

また,正しい表記の把握は,正しい発音把握のための

重要な前提条件になる。本論の方法が,音声面からの



指導と併せて行われれば,より効果を上げられるもの

と考える。

日本語能力試験一級語彙から補充した音

(原則の提示に関わるもの)
にんけんちゆうごくしようじ　しんじや　きんじよてんじようようじんぴようとう

人間　中国　障子　信者　近所　天井　用心　平等

常用漢字音から削除した音

_
つ
一

え
回
け
華
は
成
っ
通

(清濁/長短/促音非促音に関わるも
かつ　きや　く　く　く　く　く　く

合　脚　宮　供　倉　紅　貢　功
け

化
国
修
と
度

け
外
川
就
と
頭

けん　　けん/ごん　けん

嫌　権　　経
一
一
1
-
1
一
・
一

/
刷
従
抽
団

国
衆
H
納

け
懸

け
仮

)の
く
口

か
内
舅
露

踊
着
そ
想
る
流

は
金
主
等

㍑
厳
す
頭
む
謀

㍑
勤
小
出
営
口
田

ご
期
す
数
ふ
風

註

1)複数音の認定には造語力を基準とし,基礎語彙に

使われる音でも造語力のないものは除外した。ま

た,三好氏の表には北京語の複数音の認定等に問

題や遺漏がある。本稿では北京語,日本語の複数

昔を統計に入れて修正を施したので,三好氏の統

計とは異同がある。

2)なお,漠字音の対応には,音の受容と変遷に関す

る歴史的な背景があるが,これについては,取り

合えず参考文献の諸論文(特に高氏)を参照され

たい。

3)この他,北京語話者の一部には了ひ」を「し」に,

「き」を「ち」に混同する誤りが見られるが,こ

れも母語の音を頼りに判別が可能である。「ひ」

は唇音(b,p,m)のみに,「き」は軟・硬口蓋

昔(g,k,h,j,q,Ⅹ)とゼロ子音(介音

を含む)にのみにそれぞれ分布し,「し」,「ち」の

分布とは重ならない(例外は「喫」[きつ,Chi]

のみ)。

4)これらの誤りは,柏の感覚の問題の他に,学習者

が日本語の清音を.朝鮮語の激音や濃音によって

代替させていることにも因ると思われる(朝鮮語

の語中の激音や濃音は,日本語話者には促音のご

とく聞こえる)。後者は,発音が表記に影響する

誤りと考えられる。

5)村木・中岡(1990).望月(1974),謁(1995)。

この原則は,語中の有声・無声音の判別にも有用

である。
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